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高分子ゲんのすべり寧諜における時空間不均一章スティッケースリップ運動
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1 はじめに

高分子ゲルを国手本基板上ですべらせると，しばしばスティックースワップ運動を示す.我々は，

粘着性を持つ高分子ゲjレをガラス基板上ですべらせることによって，時空間的に不均一なすべり

を生じ，すべりの規模に関する頻震分布がべき則 (Gu七enberg-Richter員引を示す"実験室の中の

地震現象"を見出している [1][2].本研究では，ゲjレを用いて地震現象を再現する試みのーっとし

て，ゲルの粘弾性とすべり挙動や統計性との関孫に注自して研究を行なった [3}.

2 実験方法

Figure 1には実験装置を示した.シリコーン (PDMS)ゲルを一定速度Vで駆動し，アクリル

(PMNIA)ブロック -PDMSゲル界面の摩擦力を灘定した.また，すべち界面の接触ー非援触状

態の時間変化を鐘察するために，宗寺め上方からピデオカメラで撮影した.
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図 1:実験装量の概略国

実験には粘弾性の異なる 2つのシリコーンゲル(以蜂， Gel AおよびGelBと呼ぶ〉を調製し

て使思した.それぞれの試料の嬢形粘弾性を調べたところ G'辻約200KPaではほ等しいのに対

し， G"辻それぞれ1KPa(GelA)， 10KPa(Gel B)と一桁程度異なっていた.

図2:Gel Aにおけるすべり挙動. 国 3:Gel Bにおけるすべり挙動.
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3 実験結果

Figure 2ヲ3には，それぞれ， Gel A， Gel Bにおけるすべり挙動のスナップショット (a)と摩擦

方の時間変化 (b)，i:iよぴ時空間プロット (c)を示した.粘牲がより小さいGelAでは，まず非接

触領域{濃い部分)の接が譲触雷の中止甘近に生成し 繰り返し小さを前駆すべりが起こること

によって非接触預域が拡大していき，ある大きさに達すると大きな音{地震でいう地震波〉を伴っ

た急速なすべりに移行した.一方，より粘性的な GelBで辻，非接触領域が静かに生成・7言i戒を

繰り返す，連続的な張る舞いを示した.また，各ゲル試料について，いくつかのすべ号速度にお

ける麿擦方降下量{輩譲力出隷での摩譲力の落ち幅，すべりの規模を表す〉と累積頻度との関係

をFigure4に示した.Gel A(Figure 4(a))では 3梧程度の規模にわたってベき分布を示し，さら

に最大イベント (100N程度)のところにイベントが集中していた.読者は Figure2の前駆すべ

りに，後者は大きな音を拝金うすべちに対応している.このように，大き会すべりの前駆的な過

程としての不規期でべき的なすべち過程は，実擦の地震の統計との対応、も見られ橿めて興味深い.

一方， Gel B(Figure 4(b))においては， Figure 4( a)と比較すると大きいすべちが抑制されていて，

曲鰻が途中で折れ曲がることがわかった.
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関 4:(a)Gel Aおよび(b)GelBにおける摩譲方蜂下量の累積類度分布.

4 まとめ

結弾性の異なる 2種類のゲjレを荊いてすべち摩擦実験を行なったところ 粘弾性の違いに起因

すると患われる，異なるすべり挙動が現れた.本稿で、は述べなかったが，これらの違い辻通嘗の

地震と最近発見されたゆっくりすべりとの違いに担当すると考えられておち，現在地震学者と共

同で詳細な検討を進めているところである [3].
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